Q1. 特集への意見・感想
1. おおまかな傾向の分類
A. 財政改革・支出見直し
· 無駄な支出の削減：多くの回答者が、市の財政を改善するためには、まず無駄な支出を見直すべきだとしています。特に、「毎年当たり前に行っている事業の見直し」や「民間企業のような費用削減議論の不足」を指摘しています。
· 市民協力への期待：事業見直しや支出削減に市民の協力を仰ぐべきだという意見もあります。
B. 福祉・自立支援に対する意見
· 自立支援と福祉：自立支援を進めることに対して賛否があります。一部では「高齢者や子供に対する優遇が必要」とし、他方では「福祉には引き続き力を入れるべき」との声もあります。
· タクシー券のICOCAカード換え案：高齢者向けのタクシー券に関して、ICOCAカード導入の提案がありました。
C. 医療・福祉の改善
· 市立病院の建設と医療体制：市立病院の建設に関する意見があり、「建設後の患者受け入れ体制」や「医療従事者の対応」を強化すべきだとしています。
· 医療制度の改善：特に総合医療センターの不在に関して、他市に劣る医療制度への不満が見受けられました。
D. イベント・地域振興
· 地域の活性化：観光や地域のPR活動に対してもっと積極的な取り組みを求める声があります。特に、宝塚歌劇とのコラボや、地域イベントの活性化に期待が寄せられています。
· 宝塚花火復活：過去の花火大会を復活させるべきだとの声があり、イベントに対する高い関心が示されています。
E. 行政サービスの改善
· デジタル化と窓口負担軽減：行政サービスのデジタル化が進んでいる一方で、まだ窓口に行かなければならない手続きが多いことに対する不便さが指摘されています。特に、子育て世帯への支援をデジタルで簡便にすることが求められています。
· 福祉サービスの充実：福祉関連のサービスや申請方法について、より詳しく取り上げてほしいとの要望がありました。
F. 財政赤字・財政の健全化
· 財政再建の必要性：市の財政が厳しいことを再認識し、財政赤字の原因や改善方法について具体的な進捗を知りたいとの声がありました。また、「大きな寄付金に頼らず黒字を目指すべき」という意見もありました。
· 税金と市民負担：市民税が高いことに対する不満も見受けられ、「企業誘致を強化すべき」といった意見がありました。
G. 交通・道路整備
· 交通環境の改善：バスの減便や道路の整備に関する不便さを指摘する意見があり、特に子供連れの移動や高齢者の移動に配慮した公共交通の充実が求められています。


2. 寄せられた意見の分析
特に注目すべき意見：
· 財政改革の実施と市民協力：市民は財政改革において、無駄な支出の削減に対する強い期待を持っており、また市民との協力を求めています。無駄を削減するだけでなく、事業見直しを進めることに賛成する声が多いです。
· 高齢者支援の必要性：高齢者に対する優遇や、タクシー券のICOCAカードへの変更提案があり、高齢者への支援が求められています。
· 医療制度の改善：市内に総合医療センターがないことについて不安を感じる市民が多く、医療施設の充実を望む声が強いです。特に休日や夜間の医療対応が不十分だと感じている回答者が多いです。
· 地域振興と観光資源の活用：地域振興や観光の推進、宝塚歌劇などの文化資源を活用したPR活動が求められています。特に、宝塚花火復活の提案が多く、地域に密着したイベントへの関心が高いことが分かります。
· 行政サービスのデジタル化：オンライン手続きの進展に対する期待が高く、特に子育て世帯へのサービス提供がデジタル化されることを希望する声が多いです。
· 市民税と企業誘致：市民税の負担感に対する不満があり、税収を増やすために企業誘致を強化する必要があるという意見が出ています。

3. まとめ
市民が財政改革に強い関心を持ち、無駄な支出の削減や事業の見直しを求めていることが明確に示されました。また、高齢者支援や医療制度の充実、地域振興への期待も強く、これらは市民が日常的に感じている重要な問題であることが分かります。
行政サービスのデジタル化や交通インフラの改善についても、特に若い世代や子育て世帯の負担軽減に向けた改善を望む声がありました。市の財政健全化を進める中で、市民のニーズにしっかりと応えていく姿勢が求められています。


Q2. 広報12月号の感想
1. おおまかな傾向の分類
A. デザイン・レイアウトに対する評価
· ポジティブなフィードバック：
· 多くの回答者がデザインやレイアウトの改善に満足しています。特に「見やすくなった」「カラーやイラストが増えて魅力的」といった意見が多く、視覚的に親しみやすいと評価されています。
· 一部の回答者は、「ロダンの考える人」の表紙など、インパクトのあるデザインを良く評価しており、広報誌の表紙に対する関心が高いことが分かります。
· 改善点：
· 一部では、「もっとイラストやレイアウトを工夫して、パッと見て分かるようにして欲しい」という要望があり、視覚的な工夫に対する期待もあります。

B. イベント情報に対する関心
· 好評：
· 「イベント情報を楽しみにしている」「宝塚の素敵な場所や知らない場所を知れる」といった意見が多く、地域のイベントや活動を紹介するコーナーが高く評価されています。特に、育児中の市民や新たに転入した市民からの評価が良好です。
· 改善点：
· 「もっと様々なイベントを開催してほしい」「もっと具体的なイベント情報がほしい」といった要望もあります。イベントの情報をより充実させてほしいという声があり、特に子育て世帯や高齢者向けのイベントに対する期待が高いです。

C. 市政・財政に対する理解と関心
· ポジティブなフィードバック：
· 財政に関する情報がわかりやすかったとの意見が多く、市民は市の財政状況や改革に対する理解を深めたと感じているようです。特に、グラフや図表を使った説明が「非常に分かりやすかった」との声があります。
· 市民は財政改革に関して、進捗状況や詳細な情報提供を期待しています。市政に関心を持つようになった市民も多く、「今後の進捗を知りたい」「もっと具体的な情報を提供して欲しい」という要望が寄せられています。
· 改善点：
· 財政改革の進捗状況をもっと頻繁に発信し、進行状況を明確に伝えて欲しいという意見があります。また、市民が参加できる形で財政改革について議論できる機会を設けてほしいとの要望もあります。

D. 市長に対する評価と期待
· ポジティブなフィードバック：
· 市長のメッセージが興味深い、また市長が財政問題に対して積極的に取り組んでいる姿勢を評価する声が多いです。市長の姿勢や言葉に対して前向きな意見が寄せられています。
· 改善点：
· 一部の市民は、市長のイメージについて「身だしなみが不適切」「もっと身近に感じられる姿勢が必要」という批判的な意見もありました。また、市長のメッセージがより具体的で実行可能な内容であることを求める声もありました。
E. 紙面の改善・電子化への要望
· 改善点：
· 紙面の内容縮小や電子版の導入についての要望があります。特に、紙面をもっと簡潔にし、無駄な情報を削減してほしいという意見が見られました。
· 電子版への移行を希望する市民もおり、「PDFで提供して欲しい」「電子版の通知をして欲しい」といった要望があります。紙媒体の必要性を感じる一方で、環境やコスト面を考慮した改善が求められています。
· 
F. 市の施設やサービスに関する意見
· ポジティブなフィードバック：
· 市立病院や図書館の情報に対して、引き続き取り上げて欲しいという声があります。特に市立病院の特集や図書館の書籍紹介が好評です。
· 改善点：
· 公共施設の使いやすさやアクセスの改善に関する意見もありました。特に、「ゆめ公園の滑り台が幼児には使いにくい」「公共施設のバリアフリー化」が求められています。

2. 寄せられた意見の分析
特に注目すべき意見：
· 市民参加型のイベント：市民が参加できる地域イベントが多く取り上げられ、特に育児中の親や新規移住者からの支持が高いです。市民が直接体験できる情報提供が高く評価されており、イベント情報が引き続き充実していくことが求められています。
· 財政改革の透明性：市民は財政改革に対して非常に関心を持っており、その進捗や内容がわかりやすく伝えられていることに評価しています。ただし、進捗報告や具体的な改革案の提供が不足していると感じている市民が多く、これに対する改善を求める声が挙がっています。
· 市長の姿勢とイメージ：市長のメッセージが興味深いと感じている市民が多い一方で、市長の身だしなみや印象について批判的な意見も存在しました。市長に対してより身近な姿勢を求める声があり、個人としてのリーダーシップが重要視されています。
· 紙面の簡潔化と電子化：紙媒体の簡潔さや電子版化が要望されており、特に忙しい市民や若年層からはデジタル版で情報を手軽に得たいという声が多く寄せられました。

3. まとめ
12月号の広報アンケートは、市民から財政改革や地域イベントに対する期待が高く、市の公共サービスや市長のメッセージに対する関心も非常に強いことが分かりました。デザインやレイアウトに関しては全体的にポジティブな評価が多いものの、さらに簡潔な紙面作りや電子版の提供に対する要望が目立っています。
市民が求めるのは、透明性のある財政改革の進捗と、市民参加型のイベント情報やサービスの提供です。市長や行政には、これらの要望を満たすために、より実行力のある行動と市民との対話が求められていると言えるでしょう。
